
 

   
 2018 年原水爆禁止国民平和大行進・東京→広島コースの京都（6/21-6/26）、奈良（6/26-6/30）、

大阪（6/30-7/7）を歩く国際青年リレー行進者が決定しました。京都に新庄沙穂さん、奈良と大阪に

ライダ・ムーサさんが参加します。2人のプロフィールを紹介します。 
 

☆新庄沙穂（しんじょう・さほ） 

京都府綾部市出身、広島の大学に通う 4年生。 

フィリピンへの語学留学を通して得た語学を活かして、毎年、

原水爆禁止世界大会の国際スタッフとして活躍。 

＜メッセージ＞ 

みなさん、こんにちは。広島の新庄沙穂といいます。今回、京

都コースを歩くことになりました。参加を決めた理由はいくつ

かありますが、一番の理由は大学生活最後の１年を最高の、意

味あるものにしたかったからです。ここ５年ほど原水爆禁止世

界大会に関わってきました。私にとって１年は夏の世界大会か

ら始まります。なので、もし世界大会に関わらなかったら、私

は、１年の良いスタートを切れないのです。原水爆禁止世界大

会は私にとって大きな意味を持ちます。そのためもちろん私の

大学生活最後の１年に世界大会がない、なんてことは信じられません。大学では国際政治と平和研究

を主に学んでいます。平和行進に参加して歩くことは、私の専門分野に新たな視点をもたらしてくれ

るでしょう。京都の皆さんに会えることを楽しみにしています。ぜひ一緒に歩きましょう。夏には、

私の第２の故郷、広島で皆さんをお待ちしております。 

 

☆ライダ・ムーサ（女性・通称ライ）（フィリピン） 

ミンダナオ人民平和運動の代表。1993年 12月 9日ミンダナオ島

マギンダナオ生まれ。バンサモロに属するイスラム教徒。学生運

動を通じて 2012 年にミンダナオ人民平和運動に参加。「変革のた

めの三民族青年（Tri-People Youth for Change = TRYChange）」

のメンバーとして宗教や文化の枠を超えた平和構築・連帯活動を

進め、人権、環境を守る活動をおこなっている。マラウィ市での

悲劇と戦争の目撃者として、マルコス政権崩壊から約 40年を経て

復活しようとしている独裁体制に反対し、政権による人権抑圧と

殺戮に抗議して闘っている。 
 

とりくみの写真や記事を antiatom55@hotmail.comまでお送りください。 
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